
研究代表機関 研究期間プロジェクト名

研究背景

高品質・安定生産を可能にする

てん茶の適期被覆技術体系の確立

てん茶生産の拡大に向け、被覆期間
による品質・収量の影響を解明すると
ともに、被覆栽培に適合した肥培・病
害虫管理技術を開発しました。
これらの技術の産地実装を進めるこ

とでてん茶が増産され、茶の輸出量の
拡大が期待されます。

農研機構 令和元年度～
令和５年度

高品質茶生産拡大のための適期被覆技術体系の確立

直掛け被覆てん茶栽培棚掛け被覆てん茶栽培

共同研究機関：静岡県、福岡県、鹿児島県、静岡大学、山口大学、（株）システムフォレスト

Ⅳ．研究成果概要

国内外で拡大する抹茶需要に応えるため、生産量の拡大が求められてい
ます。しかし、品質と収量を両立させたてん茶栽培を実現するためには、
地域に合わせた技術が必要となり、産地形成に時間を要することが課題で
した。そこで、多様な地域で活用可能なてん茶生産に必要な被覆技術や適
切な栽培管理技術を開発し、実証結果をまとめたマニュアルの作成に取り
組みました。



主要な成果
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問合せ先 農産局果樹・茶グループ 03-6744-2194

被覆期間による品質・収量
の影響を解明

被覆技術に加え、被覆栽培に対応した
肥培・病害虫管理技術をまとめた高度
被覆栽培管理体系についてマニュアル
を作成

てん茶の品質向上・安定生産の
ための被覆栽培技術の高度化

産地ニーズに合わせた個別技術・体系
化技術の実証結果をまとめることで、
全国茶産地への被覆栽培の導入を支援

技術導入支援マニュアルの発行

生葉の収量と品質のト
レードオフの関係を数
値化。被覆開始後20日
（または300日度）で、
品質と収量のバランス
の取れた生葉の摘採が
可能

低遮光資材で５日間被覆した後、
高遮光資材を重ね掛けする「二段
階被覆法」により、品質向上と収
量確保の両立を確認。
また、直掛け栽培での二番茶期に
おける「葉焼け症」の防止に資す
る資材の有効性を確認

アルミ蒸着資材
「葉焼け症」防止に資する資材

青＋シルバー資材

二段階被覆のイメージ図
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300日度前後
でほぼ横ばい

被覆期間と収量・品質（全窒素
含量）の関係

被覆開始からの積算温度と
クロロフィル含量（緑色成分）
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